
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題形式】 
１ 計算等の小問集合（９問） 

計算問題が６問と、関数・確率・作図が各１問ずつ。全問

正解が絶対条件。作図の問題では「それぞれの直線から

等しい距離＝角の二等分線」が分かっていれば平易。 

２ 数式による証明（２問） 

今年の「先生と生徒が作った問題」は、出題されることの

多い「平面の面積」に関する問題。 

問２では、求めたい面積が正方形から円を引いた面積で

あることに着目して、正方形や円の面積をそれぞれのパタ

ーンで文字を使って表せば証明できる。 

３ 関数（３問） 

今年は一次関数。概ね毎年で一次関数と二次関数の出

題が入れ替わる。 

問１の座標と問２の直線を求める問題は関数の問題にお

いて基本的な内容。問３は昨年よりやや難しめで「面積が

等しい＝等積変形」という考えが浮かべば必ず解ける。座

標平面上で図形の性質を使えるようにしておくことが大切

である。 

４ 平面図形（３問） 

問１の角度を表す問題は例年通りの出題。今回は AC が

直径であり a度の円周角に着目し補助線 PCで解くことが

できる。問２①は例年の合同・相似の証明とは異なり、三

角形が二等辺三角形であることの証明であった。②は面

積の問題で、相似と合同を駆使して解かなければならな

かった。 

５ 空間図形（２問） 

問１はねじれの関係の理解が必要。PQ をしっかりと延長

して考えることが正解する上でのポイント。問２は三平方の

定理を使わない問題で例年よりも易化。Dから EFに向け

た垂線を引いて△FDE の面積を利用することで、立体

D-BPFQの高さを求めることが正解を導くポイントだった。 
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【入試対策】 
問題による難易度のバラつきはあまり無い。１は全問、３問１・問２、４問１の計１２問・６１点分は確実に正解しなく

てはならない。その上で，２の２問，４問２，５問１・問２で得点アップを図ろう。３問３、４問２の計１０点分は難易度

が高い。先に解くべき問題を片付けてから取り組むことで、確実に得点をあげることも必要だ。 

【主な特徴】 
大問の構成は５題。出題形式・難易度とも例年

通りだが、コロナ禍の影響による出題単元の削

減で、三平方の定理・標本調査は範囲外とな

り、中２で学習した内容が例年より多く取り上げ

られた。 


